
選  挙  公  報  
 

2010 年 10 月 14 日 

総長選挙管理委員会 

委員長 市川 正人 

 

総長選挙実施についての申し合わせ第２号にもとづき、下記の総長候補者に

ついて、主な経歴および推薦理由を公表します。なお、総長候補者推薦委員会

における総長候補者推薦に至る経緯についても参考に添付しています。 

 

記 

 

  飯 田  健 夫 

  川 口  清 史 

  坂 根  政 男 

総長候補者 
氏名 

〔５０音順〕 

  谷 口    弘 

 
総長候補者の推薦理由および主な経歴は別紙のとおり。 

以上 
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総長候補者推薦に至る経緯について 

2010 年 10 月 1 日 
総長候補者推薦委員会 
委員長  服部 健二 

 
 学校法人立命館総長選挙規程第 19条第 3項の規定に基づき、下記の通り、総長候補
者推薦委員会における総長候補者の推薦に至る経緯について公表する。 
 

記 
 
（１）  今次の総長選挙は、前回の総長選任過程を含めたここ数年の学園運営をめぐ

る様々な事態への反省を踏まえ、全学での丁寧な議論を経て制定された総長選

挙規程に基づく初めての総長選挙である。したがって、総長選挙の一つ一つの

過程が、学園における信頼と一体感の回復の過程となるよう丁寧な議論と民主

的な手続きを通じて実施されることが何よりも重要である。本委員会は、こう

した認識のもとで、総長候補者を推薦するという重要な役割を果たすべく議論

を行ってきた。 
 
（２）  本委員会は学園内の各区分から選挙により選出された30名の委員により構成

され、7月 2日の選挙管理委員会委員長による委員の公示をもって正式に発足し
た。 

 
（３）  7月 16日に開催した第 1回委員会では、委員の互選により、委員長に服部健

二委員（RU 文学部選出）、副委員長に吉田美喜夫委員（RU 法学部選出）を選
出した。引き続き、総長候補者の推薦原則と推薦手続を審議し、決定した。こ

の推薦原則および推薦手続に基づき、夏休み明けに開催する次回委員会で候補

者推薦の具体的な議論を行うこととした。なお、総長選挙規程第 18条第 7項の
規定に基づき、推薦原則および推薦手続は、7月 28日付で公示している。 

 
（４）  9月 24日に開催した第 2回委員会では、総長像の議論を行ったうえで、候補

者の推薦議論の進め方を確認し、具体的な候補者についての議論を行った。総

長像として出された主な意見は、次の通りであった。なお、これらの総長像は、

委員会での総長候補者推薦の議論に当たって考慮されたものであり、委員会と

して確認したものではなく、また総長選挙における選挙人の投票の基準等を示

したものでもない。 
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1) 立命館憲章と教学理念を教学の中で実践している人物であること。 
2) 現在議論されているR2020実践の最初の 4年間を明確に示すことができる
人物であること。 

3) 教職員に信頼され、現場を大切したリーダーシップがあり、総合学園とし
て APU や附属校にも心を割いて束ねるなど学園としての一体感をつくり
だす出す軸になる人物であること。 

4) 学生の成長を第一の価値観とする人物であること。 
5) 立命館の取組を社会に発信し、社会的信頼を高めることができる人物であ
ること。 

6) 教育者としての熱い思いがある人物であること。 
7) バランス感覚を持ち、判断がぶれない人物であること。 
8) この間の学園運営をめぐる様々な事態を踏まえ、学園運営のあり方を変え
るリーダーに相応しい人物であること。 

9) 教学を優先し、誠実な人物であること。 
10) 研究実績等に裏付けられた学識を持つ人物であること。 
11) 全学的な役職を経験するなど学園運営の実績のある人物であること。 
12) APU、附属校を含めた全学園のリーダーとして相応しい人物であること。 
13) 国際社会への発信ができる人物であること。 
14) 立命館の取り組みが学園外から見えるようにできるリーダーであること。 
15) 学園の行政の経験や手腕以上に、人望と信頼があり、学園統合のシンボル
となる人物であること。 

16) 現場における苦労を理解できる人物であること。 
17) 対外的な代表性や国際性があり、自分の哲学を語れる発信力のある人物で
あること。 

18) 学生との対話を重視し、それを踏まえてビジョンを持って決断ができる人
物であること。 

19) 教職員と強調してビジョンを実現していくことができる人物であること。 
20) 立命館の歴史を語り、それを踏まえた学園運営ができる人物であること。 
21) 日本において国際的な人材を育てることができる人物であること。 
22) 規程第 6 条の内容、とくに学識に優れた者という資格を示す上で、また大
学の国際化を考慮して、博士学位を持った人物であること。 

23) 健康であり、かつ健康を維持していく人物であること。 
以上のような総長像の議論を受けて、具体的な候補者の推薦の議論を行うこと

とした。それに先立ち、候補者の推薦の議論の進め方について意見交換を行った。

その結果、慎重な審議を行うため、①本日の委員会で結論は持たず次回委員会で

委員会としての総長候補者の推薦を決定すること、②多数の推薦が出された場合
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は本日の委員会で 10名程度に絞り込むこと、③本日の候補者の絞込みおよび次
回委員会での委員会として推薦する総長候補者の決定は、無記名による 3名以内
の候補者に対する投票により行うこと、を確認した。 
その上で、7名の候補者が各委員より理由を付して推薦された。推薦された者

の内訳は、立命館大学教授 6名（衣笠キャンパスの学部 2名、BKCの学部 4名）、
立命館アジア太平洋大学教授 1名であり、理事経験者は 7名であった。 
推薦された人数が 10名程度以下であったため、本日の委員会での絞り込みは

行わず、推薦された 7名全員を次回委員会での議論の対象とすることにした。委
員からの候補者の推薦は、本日の委員会のみとし、次回の委員会で追加の推薦は

行わないこととした。また、各推薦者について、推薦した委員より、次回委員会

において、総長候補者推薦届の様式を踏まえて推薦理由を文書で提出し、議論す

ることとした。 
 

（５）  10月 1日に開催された第 3回委員会では、前回委員会で推薦された 7名を対
象に、委員会として推薦する総長候補者を確定する議論を行った。議論に当た

っては、規程および第 1 回委員会で確認した原則を踏まえるとともに、前回委
員会で出された総長像を考慮することとした。 
 各委員より、前回推薦された候補者の推薦理由等の説明の上、意見交換を行

った。その後に、総長候補者を決定する方法について、①推薦されている候補

者の中から 3名以内に対して投票を行うこと、②4名以上への投票は無効とする
こと、③投票に順位はつけないこと、④委員会として推薦する候補者を何名に

するかは投票結果を踏まえて確定すること、を確認した。その上で、投票を行

い、その結果を踏まえて、意見交換を行い、本委員会として推薦する総長候補

者を 4名とすることとした。 
 以上を踏まえて、本委員会として下記の 4 名を総長候補者として決定し、選
挙管理委員会委員長に届出を行うこととした。 
なお、下記の総長候補者は五十音順である。また、推薦理由文は、各候補を

推薦した推薦委員が作成したものであり、委員会として作成したものではない。 
 
 飯田健夫氏（立命館大学情報理工学部教授） 
 川口清史氏（立命館大学政策科学部教授） 
 坂根政男氏（立命館大学理工学部教授） 
 谷口吉弘氏（立命館大学生命科学部教授） 

 
以上 


